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I.は じめに i食道癌の腫瘍マーカーとして,子宮頸

部扁平上皮癌 より抽出された蛋白抗原 TA・41)の亜分

画である扁平上皮癌関連抗原 (SCC抗 原)が 有用であ
ることについては従来の二抗体法による測定結果をも

とに報告 した2)。最近,扁平上皮癌に対する特異性の向

上 と測定の簡便化を目的 としてモノクローナル抗体を

用いたビーズ固相法による測定法が開発されたので,

本法の有用性について検討した。

H.研 究対象お よび方法 :対象は原発性食道癌73

421,再発食道癌 7例 , 胃癌16例,原 発性肝癌11例,大

腸癌 8例 および健常人384/11の計153例である。原発性食

道癌の TNM病 期による内訳は Stage 121例,Stage
I1204/11,Stage II1 20例,Stage IV 12例であった。ビー

ズ固相法 (以下 B法 )に よる血中 SCC抗 原濃度の測定
は,末 浦血より血清を分離 しSCC RIABEAD(ダ イナ

ボット株式会社)を 用いて行った。なお,従 来の二抗

体法 (以下 T法 )に よる測定には SCC RIAKIT(同

社)を 用いた.

III.測 定結果 :健常人38例の B法 に よるSCC抗

原 値 は0 . 2 ～1 . 5 n g / m l に分 布 し平 均0 . 6 2 ±0 . 2 9 で

あったので1.5ng/ml未満を正常範囲 と設定 した.こ

れでみると健常人では37/38例 (97%),胃 癌,原 発性

肝癌および大腸癌では全例が陰性であった。一方原発

性食道癌では73例中29例 (40%)が 陽性を示 し再発食

道癌でも6/7(86%)が 陽性であった (図)。Stage別の

陽性率をみ ると,Stage 14/21(19%),Stage I1 3/

20(15%), Stage II1 14/20(70%), Stage IV 8/

12(67%)と Stage III,IVの進行癌で高い値が得 られ

た。これらの値を T法 による測定値 と比較すると,ま

ず 健 常 人 の血 中濃 度 が T法 で は0.7～2.9で平 均
185± 0.57であ り正常値を3.Ong/ml未満 としていた

が,本法では1.5ng/mlにとるのが妥当と思われる。原
発性食道癌のSCC抗 原陽性率はT法 の32%か らB

法の40%へ と上昇したが,他 の消化器痛では依然とし
て全例が陰性であった。Stage別の検討でもT法 で
Stage I,II,III,IVの陽性率はそれぞれ10,15,60,
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50%で あったので,Stage I,III,IVで 陽性率は上昇

している。

IV.考 察 i SCC抗 原は元来,子 宮頭癌 の腫瘍 マー

カーとして開発 されたが,他 に有用な腫瘍マーカーの

ない食道癌で も応用で きることが注 目されている。

SCC RIABEADは 標識抗体にモ ノクローナル抗体 を

使用 しているため,従 来の SCC RIAKITに 比べ,特 異

度,感 度のより優れた測定が可能 となった。今回の測

定結果 で も健常人 の血 中 SCC抗 原濃度 は平均値 で

1.23ng/ml低 下 し,し かも食道癌の陽性率は上昇 して

いる。さらに本法は回相化抗体を用いた One step法で

あ り,測 定手技が簡便化 された ことも大 きな利点であ

る。今後 SCC抗 原を食道癌の腫瘍 マーカーとして臨床

応用 してい く上で有力な手段 となることが期待 され

る。

索引用語 :食道痛患者血中 SCC抗 原
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